
取扱説明書

警 告
●使用前に必ず取扱説明書を読む。
●使用前に正常に作動するか必ず確認する。
正常に作動しない場合は絶対に使用しない。

●マガジンユニットの先端付近にはギザ刃及びステープ
ルの射出口があるため絶対に指を当てない。

●異常を感じたら絶対に使用しない。
●カラ打ちを絶対にしない。
●ギザ刃は指定のものを必ず使用する。

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のため、予告なしに変更することがあります。



このたびは、マックス園芸用結束機HT-B（N）をお買い上げいただきまして誠に
ありがとうございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最後までよ
くお読みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理解
の上、安全に適切にご使用くださるようお願いいたします。

■表示について

この表示は、取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う警告
可能性が想定される場合を表しています。

この表示は取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。注意
また、取扱いを誤った場合には、機械本来の性能を発揮しないばかり
でなく本機の損傷につながる事が想定される場合を表しています。
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■絵表示について

この記号は「してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近く
の表示は具体的な禁止内容です。
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各部の名称

ギザ刃

Aハンドルユニット

Bハンドル

クリンチャ

マガジンユニット
ステープルの射出口

プッシャユニット

テープ
支え
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安全作業のために

警 告
qステープルは、指定のものを必ず使用する。

（5ページ 4.使用方法参照）

wギザ刃は指定のものを必ず使用する。

ギザ刃は必ずテープナー（N）用ギザ刃を使用してく

ださい。指定以外のギザ刃の使用は、刃先の破損、

及び機械故障の原因となります。

e使用前に必ず正常に作動するか確認する。正常に作

動しない場合は絶対に使用しない。

使用前に支柱など棒状のもので、本機が正常に作動

するか確認してください。正常に作動しなかったり、

結束できない場合は、お買い求めの販売店またはマ

ックスサービス㈱に修理に出してください。

r（テープを入れる時）マガジンユニットの先端付近

には、ギザ刃及びステープルの射出口があるため、

絶対に指を当てない。

本機は、果樹などの棚誘引結束、野菜などの支柱誘引結束、つる上げ誘引結束を行うこ

とを目的とした機械です。指定以外の用途、使用方法は重大な事故につながる恐れがあ

ります。この取扱説明書の記載事項を厳守してください。作業関係者以外、特に子供は

作業場所に近づけないでください。また、本機に触らせないでください。

作業前

テープナー（N）用ギザ刃 

禁止 

q

w

e

r
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警 告
q2度打ち（ステープルがクリンチャに残っているう

ちに、次のステープルを打つこと）を絶対にしない。

ステープルづまりなど、本機の故障の原因となりま

すので避けてください。

w空打ちを絶対にしない。

ステープルづまりなど、本機の故障の原因となりま

すので避けてください。

e棚の播線・支柱に本機を絶対に掛けない。

一時的に使用を中断するときに（及び作業終了後）

本機を棚の播線や支柱等に掛けたまま放置しないで

ください。落下による事故や落下による本機の故障

の原因となります。

禁止 

禁止 

qw

e

安全作業のために

作業中

警 告
q使用後は、テープ・ステープルを機械から必ず抜き

取り保管する。

テープを取り出す際は、必ずAハンドルユニットの

テープ通り道のフタを開けてください。

（5ページ　 注意参照）

w摺動部には必ず注油する。

本機の性能を維持するために、作業終了後に摺動部

に注油してください。

（9ページ 5.使用後参照）

q

w

作業後
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仕様

商　　　品　　　名 マックス園芸用結束機テープナー

商 品 記 号 HT-B（N）

寸　　　　　　　法 （W）29 ×（L）342 ×（H）158mm

質　　　　　　　量 525g

結 束 範 囲 最大45mmφ

ステープル装填数 604C-L/200本×1連　604E-L/172本×1連

付　　　属　　　品 吊り下げ用ストラップ



－ 5 －

使用方法

【ステープルの入れ方】

●使用ステープル

注 意
●ステープルは指定のものを必ず使用する。

【テープの入れ方】

注 意
●テープは指定のものを必ず使用する。

●マガジンユニットの先端付近にはギザ刃及びステープルの射出口があるため、絶

対に指を当てない。

●テープを取り出す際は、必ずAハンドルユ

ニットのテープ通り道のフタを開ける。

テープ通り道のフタを閉めたままテープを引

張り、取り出すと、テープが切れますので、

テープ通り道のフタを開けた状態でテープを

取り出してください。

〈図-1〉

q左手で本体を握り、右手でプッシャユニ

ットのツマミを上に押し上げ、そのまま

後方へ引き出します。 〈図-1〉

w右手でステープルをつまみ、ステープル

足を下にしてマガジンユニットの中に入

れ、プッシャユニットをセットします。

ツマミ

肩幅 線幅 

足長 604C-L 足長4mm 肩幅6mm 線幅0.5mm

604E-L 足長4mm 肩幅6mm 線幅0.58mm

禁止 

テープ通り道のフタ 



〈図-3〉

〈図-4〉

〈図-2〉
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qAハンドルユニットのふたをあけ、テー

プを入れ、ふたを『パチン』と音がする

まで閉じます。 〈図-2〉

w次にテープをセットします。左手親指で

Aハンドルユニット先端部を軽く押え、

右手でテープ先端を持ちます。 〈図-3〉

eテープを下方へ引き、テープガイドの中

にテープを通します。 〈図-4〉

Aハンドルユニット

テープ

注 意
●Aハンドルユニットの先端付近には

ギザ刃と、ステープルの射出口があ

るので絶対に指を当てない。

テープ

ギザ刃と
ステープルの射出口

マガジン
ユニット

テープ
ガイド

●使用テープ

テープ種類 製品記号 色 寸法（厚さ）×（幅）×（長さ）
TAPE 100-R クリーム 0.1  mm×11mm×38m

光分解テープ TAPE 200-R ペイルグリーン 0.2  mm×11mm×19m
TAPE 200-L ピンク 0.2  mm×11mm×19m
TAPE-10 白 0.1  mm×11mm×40m

テープナー用テープ TAPE-15 青 0.15mm×11mm×26m
TAPE-25 赤 0.25mm×11mm×16m

テープナー用鏡面テープ TAPE-15M 鏡面 0.15mm×11mm×26m



〈図-7〉

〈図-6〉
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【テープの引き出し方】
qハンドルを軽く握るとテープ支えがテー

プ先端を押えます。 〈図-5〉

wその状態でハンドルをもどすと、テープ

が引き出されます。

〈図-5〉

【結束方法】

注 意
●空打ちを絶対にしない。

空打ちをしますと、ステープルづまりの原因となりますのでさけてください。

q結束物にテープを当てがい、機械の中に

入るように押し込みます。 〈図-6〉

wハンドルを強く握りますと、結束物はテ

ープとステープルにより結束され、同時

にテープは切断されます。 〈図-7〉

クリンチャ
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〈図-8〉

【ギザ刃交換】

警 告
●ギザ刃は必ず指定のものと交換する。

お買い求めの販売店で、テープナー（N）用ギザ刃とご指定の上、お買い求めくだ

さい。指定以外のギザ刃の使用は、刃先の破損、及び機械故障の原因となります。

●ギザ刃を交換する時は、ステープル射出口に指を絶対に当てない。

●ギザ刃の抜き取り、挿入はペンチ又はヤットコを必ず使用する。

qギザ刃の耐久限度は約10万回です。テ

ープを切断しなくなりましたら、新しい

ギザ刃と交換してください。

wAハンドルユニット先端部とマガジンユ

ニットを左手ではさみ、ギザ刃をペンチ

又はヤットコ等で抜き取り、新しいギザ

刃の刃先を傷つけないように入れてくだ

さい。 〈図-8〉

ギザ刃

ペンチ又はヤットコ

【針（ステープル）づまりの直し方】
q針がつまったら－ドライバーなどを使っ

て、射出口からつまった針を取り除いて

ください。 〈図-9〉

〈図-9〉

ドライバー射出口
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〈図-10〉

【注油部】
本機の性能を維持するために、作業終了後は摺動部に注油してください。 〈図-10〉

使用後

注 意
●使用後は、テープ、ステープルを機械から必ず抜き取り、保管する。

●摺動部には必ず注油する。
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分解図・部品名称

●分解見取図

◆分解見取図の数字は索引番号です。

◆部品のご注文は索引番号でなく、必ず、部品記号でご指定ください。
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●部品名称　HT-B（N）

索引
部品記号 部品名 HT-A HT-B HT-A（N）

番号

1 HT70010 Aハンドルユニット × × ×

2 FF41229 段付ピン1229 × ○ ×

3 JJ10104 E. トメワ2.3 ○ ○ ○

4 HT10066 ロッド押え × ○ ×

5 AA21102 ＋ナベ小ネジ3×4 ○ ○ ○

6 HT10040 ギザ刃A ○ ○ ○

7 KK51011 板バネ1011 ○ ○ ○

8 HT10025 ステープルカバー ○ ○ ○

9 HT70020 マガジンユニット × × ○

10 HT10027 プッシャユニット ○ ○ ○

11 KK51012 板バネ1012 ○ ○ ○

12 HT10026 フック ○ ○ ○

13 KK13001 引張バネ3001 ○ ○ ○

14 HT10013 クリンチャ ○ ○ ○

15 HT11202 支え × × ×

16 HT10052 Aケース × ○ ×

17 FF30103 平行ピン103 × ○ ×

18 HT11205 プッシュロッド × × ×

19 HT11206 クラッチ板 × × ×

20 HT11204 テープ支えユニット × × ×

21 KK33003 捩りコイルバネ3003 × ○ ×

22 HT10053 Bケース × ○ ×

23 KK23006 圧縮バネ3006 × ○ ×

24 HT11247 カバー × ○ ×

25 HT10051 クリンチャアーム × ○ ×

26 FF41221 段付ピン1221 × ○ ×

27 FF41228 段付ピン1228 × ○ ×

28 HT10060 Bハンドルユニット × ○ ×

29 JJ10103 E. トメワ3.2 ○ ○ ○

30 HT11242 ヒモ（グリーン） × × ×

31 FF21220 スプリングピン3×16 × × ×

32 HT70021 プロテクタユニット × × ×

○　共通部品です。
×　固有部品です。
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